
 

 

 

 

１．日時：平成２７年１２月１５日（火）15:00～17:00 

 

２．場所：合同庁舎２号館６階第７会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科教授 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 大久保 孝昭  広島大学大学院工学研究科教授 

第１部会 委員 中村 一平   広島工業大学工学部都市デザイン学科教授 

第１部会 委員 大本 和則   弁護士 

 

４．議事次第 

 別紙のとおり 

 

５．審査対象工事・業務一覧 

  別紙のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

【工事審査】 

   ○全体説明 

    ・特になし 

   ○個別説明 

    （鳥取西道路大満高架橋第１鋼上部工事） 

 ・技術提案の項目設定について質問あり。 

 →技術提案の項目設定の内容について回答。 

 

【業務審査】 

○全体説明 

（中国地方整備局技術審査業務） 

 ・業務量の算出方法について質問あり。 

 →業務量の考え方について回答。 

○個別説明 

（中国管内高規格道路情報管理支援業務） 

 ・総合評価の評価に関する記載について質問あり。 

 →内容を整理し、次回委員会にて報告すると回答。 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言をいただき、審査対象工事・業務について了解を得られた。 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第９回）開催結果の概要 



                 日 時：平成２７年１２月１５日（火）15：00～ 

場 所：合同庁舎２号館６階共用第７号会議室 

 

平成２７年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第９回） 
 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  
 

３．議  事 

 

【工事関係】 

１）審査対象工事の全体説明                   [資料－１]  

 

２）審査対象工事の個別説明                     [資料－２]  

 

３）開札後整理                             [資料－３] 

 

【業務関係】 

４）審査対象業務の全体説明                      [資料－４]  

 

５）審査対象業務の個別説明                      [資料－５]  

 

６）開札後整理（※今回対象案件無し）                   [資料－６] 

 
４．閉  会 



◆公告前審査（評価項目・加算点の審査）・・・・・・１件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）
施工体制評価点
　　＋加算点の合計

90～

鋼橋上部 鳥取
とっとり

西
にし

道路大満
おおま

高架橋第１鋼上部工事 ○

計 1

◆入札前審査（技術提案の審査）・・・・・・・・・・４件
【施工能力評価型（Ⅰ型）】（施工体制確認型）

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

70～

鋼橋上部 多伎
たき

朝山
あさやま

道路口田儀
くちたぎ

第２高架橋鋼上部工事 ○

計 1

【施工能力評価型（Ⅱ型）】（施工体制確認型）
施工体制評価点
　　＋加算点の合計

70～

建築 浜田
はまだ

税務署耐震建築改修工事 ○

電気設備 浜田
はまだ

税務署耐震電気設備改修工事 ○

機械設備 浜田
はまだ

税務署耐震機械設備改修工事 ○

計 3

主桁等の輸送時、仮置き時及び地組時の損傷防止に関する施工計画

工事名

施工計画

【　入札前審査　総括表　】

工種

工種 工事名

【　公告前審査　総括表　】

工種 工事名



◆第９回総合評価審査委員会　公告前審査対象工事一覧
【技術提案評価型Ｓ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

　
　
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

○ －
鳥取西
と っ と り に し

道路大
お お

満
ま

高

架橋第１鋼上部工

事

本
官

鋼
橋
上
部

－
橋
梁

施
工
体
制
評
価
点
計
①

評価内容２評価内容１
施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

公
告
予
定
時
期

（
月

）

入札
方式

加
算
点
の
合
計
②

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工体制評価点審査対
象部会
（回）

工　　事　　名No.

区
　
　
分

局
担
当
課

本
官
・
分
任
官
別

工　事　概　要

事
務
所
名

工事の特性

（評価項目設
定の妥当性が
判断できる工
事内容や特性
をわかりやす
く記載するこ

と）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別 備

　
　
考

技術提案 施工能力等
①技術提案

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計



◆第９回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅰ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

　
　
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の

　
　
　
　
　
　
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1

松
江
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

7 ○
多伎朝山

た き あ さ や ま

道路口田
く ち た ぎ

儀第２高架橋鋼上

部工事

本
官

鋼
橋
上
部

Ａ
橋
梁

本工事は、一般国道
９号多伎・朝山道路
のうち、島根県出雲
市多伎町口田儀地
内における鋼橋上部
工事である。
工事延長　L=90m
【口田儀第２高架橋】
鋼単純合成細幅箱
桁橋　L=65.0ｍ

橋梁の構造体
として重要で
ある上部工に
ついて良好な
品質を持った
構造物とする
ことが重要で
ある。

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0

主桁等の
輸送時、仮
置き時及び
地組時の
損傷防止に
関する施工
計画

可否 － 6.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

本
官
・
分
任
官
別

工　事　概　要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設
定の妥当性が
判断できる工
事内容・特性
をわかりやす
く記載するこ

と）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工体制評価点

事
務
所
名

審査対
象部会
（回）

工　　事　　名No.

区
 
 

分

局
担
当
課

③配置予定技術者の能力等

備
　
　
考

施工能力等施工計画

合
計

合
計

②企業の能力等
①施工計画



◆第９回総合評価審査委員会　入札前審査対象工事一覧
【施工能力評価型Ⅱ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

施
工
能
力
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

求める内容

工
事
内
容
を
施
工
す
る
能
力

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

　
　
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

7 ○
浜田
は ま だ

税務署耐震建

築改修工事

本
官

建
築

Ｃ
営
繕

本工事は、浜田税務署の耐震
改修に伴う建築工事を全館無
人（執務者無し）の状態で行うも
のである。
庁舎：
鉄筋コンクリート造地上３階建
延べ面積　712㎡
模様替一式
工事種目：
自転車置場　新設一式
外構　修繕一式
取りこわし　取りこわし一式

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 5.0 5.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

2 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

7 ○
浜田
は ま だ

税務署耐震電

気設備改修工事

本
官

電
気
設
備

Ｂ
又
は
Ｃ

営
繕

本工事は、浜田税務署の耐震改
修に伴う電気設備工事を全館無人
（執務者無し）の状態で行うもので
ある。
庁舎：
鉄筋コンクリート造地上３階建
延べ面積　712㎡
工事種目：
電灯設備、動力設備、受変電設
備、構内情報通信網設備、構内
交換設備、情報表示設備、拡声
設備、誘導支援設備、テレビ共同
受信設備、防犯・入退室管理設
備、火災報知設備、構内配電線
路、構内通信線路
改設一式

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 5.0 5.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

3 本局
営
繕

技
術
・
評
価
課

7 ○
浜田
は ま だ

税務署耐震機

械設備改修工事

本
官

機
械
設
備

Ｂ
又
は
Ｃ

営
繕

本工事は、浜田税務署の耐震
改修に伴う機械設備工事を全
館無人（執務者無し）の状態で
行うものである。
庁舎：
鉄筋コンクリート造地上３階建
延べ面積　712㎡
工事種目：
空気調和設備、換気設備、衛生
器具設備、給水設備、排水設
備、給湯設備、ガス設備、浄化
槽設備
改設一式

11 －

一
般
競
争

施
工
能
力
評
価
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 70.0 30.0 15.0 15.0 40.0 5.0 5.0 3.0 1.0 1.0 5.0 8.0 8.0 3.0 1.0 40.0

工　事　概　要No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別

工事の特性

（評価項目設
定の妥当性が
判断できる工
事内容や特性
をわかりやす
く記載するこ

と）

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

備
　
　
考

施工計画 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工計画

合
計

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

加
算
点
の
合
計
②

①施工体制評価点



◆第９回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧
【技術提案評価型Ｓ型】（施工体制確認型）

ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

　
　
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰

有
用
な
新
技
術
の
活
用

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

同
種
工
事
の
施
工
経
験

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
資
格

1

福
山
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

3 6
木原道路赤石トンネ
ル工事

本
官

一
般
土
木

－

ト
ン
ネ
ル

本工事は、一般国道２
号木原道路のうち、広島
県尾道市福地町～三原
市糸崎町地内における
トンネル工事である。
工事延長　L=1,300m
【赤石トンネル】
延長　L=1,216m
内空断面積：58.394㎡

トンネル構造体を長期
間にわたり保持するこ
とが重要であることか
ら、覆工、吹付け、及
びインバートコンクリー
トの品質・耐久性向上
を図るために適切な施
工等に十分配慮する
必要がある。
また現場周辺には家
屋及び畑が存在する
ことから、残土搬出等
に伴う粉塵対策に十
分留意する必要があ
る。

7 ○

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ － 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

トンネル
本体の
品質・耐
久性向
上に関
する施工
計画

48.0

トンネル
掘削に
伴う周辺
環境に
配慮した
施工計
画

12.0 60.0 0.0

2

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

3 6
鳥取西道路高住高
架橋第２鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

本工事は、一般国道９
号鳥取西道路（Ⅰ期）の
うち、鳥取県鳥取市高住
地内における鋼橋上部
工事である。
工事延長　L=160ｍ
【高住高架橋】
鋼３径間連続合成少数
鈑桁橋　L=137ｍ

橋梁の構造体として
重要である上部工
について、より品質
を持った構造物とす
ることが重要であ
る。

7 －

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ ○ 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

橋梁上
部工の
品質・耐
久性向
上に関
する施工
計画

30.0 30.0 4.0 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 6.0 6.0 2.0 1.0 30.0

3

鳥
取
河
川
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

3 6
鳥取西道路金沢高
架橋第２鋼上部工事

本
官

鋼
橋
上
部

A
橋
梁

本工事は、一般国道９
号鳥取西道路（Ⅱ期）の
うち、鳥取県鳥取市松原
～金沢地内における鋼
橋上部工事である。
工事延長　L=143ｍ
【金沢高架橋】
鋼３径間連続非合成箱
桁橋　L=143ｍ

橋梁の構造体として
重要である上部工
について、より品質
を持った構造物とす
ることが重要であ
る。
また、本工事区間に
住居が近接してお
り、工事中の騒音な
どの環境対策に配
慮する必要がある。

8 －

一
般
競
争
入
札

技
術
提
案
評
価
型

（
S
型

）

－ ○ ○ 90.0 30.0 15.0 15.0 60.0

橋梁上
部工の
品質・耐
久性向
上に関
する施工
計画

24.0

工事中
の環境
対策に
関する施
工計画

6.0 30.0 4.0 4.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 6.0 6.0 2.0 1.0 30.0

①技術提案

合
計

加
算
点
の
合
計
②

備
　
　
考

技術提案 施工能力等
②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
計

評価内容１ 評価内容２

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

ラ
ン
ク

種
　
別

工　事　概　要

工事の特性

（評価項目設定
の妥当性が判断
できる工事内容
や特性をわかり
やすく記載する

こと）

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

①施工体制評価点審査対
象部会
（回）

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課



◆開札後整理・・・・・・・・全３件

【技術提案評価型（S型）】（施工体制確認型）
施工体制評価点
　　＋加算点の合計

90～

一般土木 木原道路赤石トンネル工事 ○

鋼橋上部 鳥取西道路高住高架橋第２鋼上部工事 ○

鋼橋上部 鳥取西道路金沢高架橋第２鋼上部工事 ○

計 3

工種 工事名

【　施工体制確認型総合評価方式　開札後整理　総括表　】    

-
橋梁上部工の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

-

-
橋梁上部工の品質・耐久性向上に関す
る施工計画

工事中の環境対策に関する施工計画

評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応

-
トンネル本体の品質・耐久性向上に関
する施工計画

トンネル掘削に伴う周辺環境に配慮し
た施工計画



◇総合評価落札方式（標準型）・公告前審査業務一覧表　平成27年12月15日総合評価審査委員会(第一部会）

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

地
域
精
通
度

同
種
類
似
実
績

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

1 企画部
中国地方整
備局技術審
査業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

総合評価落札方式で発注
する工事において、工事入
札参加者から提出があった
競争参加資格確認申請書
等の分析・整理等を行う。

2 道路部

中国管内高
規格道路情
報管理支援
業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

中国地方整備局管内の高
規格道路を適切に管理す
るため、道路に関する監
視、情報の収集、連絡、情
報提供等の道路情報を管
理する。また、道路緊急ダ
イヤル及び道の相談室の
運営を行う。

No

部
名
又
は
事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

概
算
金
額

（
百
万
円

）

公
告
予
定
日

入
札
契
約
方
式

落札者選定における評価の配点

評価テーマ ①

配置予定技術者 実施方針 技術提案

小
　
　
計

合
 
 

計

実
施
体
制

小
　
　
計

資格・実績

小
　
　
計

業
務
理
解
度

管理
技術者

計

テ
ー
マ
内
容

的確性 実現性
担当技
術者


